
克進が男女ともに認められた。なお、血液中副甲状腺ホルモン濃度は正常上限値をや  

や超える高値を示したが、血清カルシトニン濃度は正常範囲内にあった（文献6．2．3  

－2）。 これらの結果より、カドミウムの尿細管機能障害による骨代謝異常の発生は、  

近位尿細管細胞における1，25一水酸化ビタミンD産生障害による機序よりも尿細管リ  

ン再吸収能低下による低リン酸血症が重要な役割を果たしていると考えられた。   

同様に、長崎県厳原町における高度の尿細管機能障害を有する調査対象者の長期追  

跡の結果から、11人（男性3人、女性8人）に骨軟化症に特有の骨Ⅹ線所見である骨  

改変層を有する症例が見い出された。この11人の死亡後の病理組織学的所見から、9  

人（男性1人、女性8人）に骨軟化症が発生していることが報告された（文献6．2．3  
－3）。上記調査対象者のうち尿細管機能異常を中心に経過観察が必要とされた者（以  

下「経過観察者」）25人（男性5人、女性20人）の15年間の経過観察によると、経  
年的な血清クレアチニンの増加、クレアチニンクリアランスの低下、％TRpの低下、  

尿中β2－MG排泄量の増加など、近位尿細管機能障害の悪化が認められている（文献  

6・2・3－4）。骨軟化症の重症度は、近位尿細管機能障害（β2－MG、リゾチーム、NAG、  

RBPの尿中排泄量）及び血清カルシウム・リン積と相関し、重回帰分析の結果、血清  

カルシウム・リン積がもっとも大きな影響を与えていた。   

マイクロデンシトメトリー法あるいは超音波法を用いた骨萎縮度の検討によると、  

尿細管機能障害を有する梯川流域のカドミウム土壌汚染地域の女性住民は、非汚染地  

域住民と比較して骨萎縮度が高いことが認められている（文献6．2．3－5）。骨芽細胞  

機能を示す血清オステオカルシン濃度は、汚染地域の近位尿細管機能障害の場合に  

は、非汚染地域住民と比較して男女ともに有意に高く、骨代謝回転の冗進が示唆され  
た（文献6．2．3－6）。昭和49～50年のカドミウム土壌汚染地域住民の一斉検診におい  

て近位尿細管機能障害と診断され、継続的な健康管理が必要と判定された86人中、2  

人について骨病理組織検索が実施され、軽度から中等度の骨軟化症が認められた。（文  

献6．2．3－7、6．2．3－8）。   

一方、兵庫県生野鉱山汚染地域の調査では、30歳以上の住民1万人以上を対象に、  

カドミウム汚染に係る健康影響調査が行われたが、第三次検診対象者の13人に対し  

て骨レントゲン検査等が行われ、その結果、骨レントゲン像で骨軟化症と考えられる  

者は存在しなかった（文献6．2．2－10）。   

過剰なカドミウム曝露がない都市部の女性住民を対象に骨密度と尿中カドミウム  

排泄量との関連が検討されている（文献6．2．3－9）。この調査によると、40～88歳の  

女性908人の踵骨の骨密度は年齢とともに低下していた。他方、尿中カドミウム排泄  

量（対象者全体の幾何平均±幾何標準偏差；2．87±1．72け釘gCr）は、55～60歳までは  

加齢とともに明らかな上昇傾向を示したが60歳以降ではやや低下した。骨密度は、  

年齢・閉経・ボディマスインデックス（BodyMassIndex：BMI）による影響を受ける  

ことから、これらの要因並びに尿中カドミウム排泄量を加えた重回帰分析を行った。  
その結果、年齢・体格などを統計的に調整しても、尿中カドミウム排泄量と骨密度と  

の間に負の有意な相関が認められたことから、一般環境からのカドミウム負荷により  

骨量減少がもたらされると結論づけている。通常、女性における骨密度に影響する要  

因は、閉経後の女性ホルモンの減少が最も大きく、その他として運動、栄養の不足等  

が重要な要因である。本研究は、40～88歳と幅広い年齢対象を同時に解析しているが、  

年齢階層別による解析を行っていれば、カドミウム体内負荷が女性の骨密度に及ぼす  

影響の有無について、より明確な知見が得られたと思われる。今後、通常生活で摂取  

されるカドミウムが、どの程度骨密度に影響を与えるかについては、さらなる研究が  

求められるといえる。   

6．2．3．2L 骨・カルシウム代謝異常とその診断法   

イタイイタイ病の主要病変は、近位尿細管機能障害及び骨粗繋症をともなう骨軟化  
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症である。骨軟化症は、石灰化障害により石灰化していない類骨組織の増加した状態  

と組織学的に定義される。頬骨が増加しても骨軟化症ではない 
（Hyperosteoidosis）もみられるため、骨軟化症の診断には、類骨の過剰、並びに類骨  

の過剰が石灰化障害によるものであることを証明する必要がある（文献6．2．3－10）。  

石灰化は、石灰化前線と呼ばれる類骨と石灰化骨の境界部において行われる。テトラ  
サイクリン系抗生物質がこの石灰化前線部に沈着して蛍光を発することから、その性  

質を利用して石灰化状態を診断することができる。正常骨では明瞭な輝線として観察  

されるのに対し、骨軟化症では全く標識されないか、標識されたとしても著しく不整  
で輝度も低い。   

近位尿細管機能障害によるリン欠乏も主要な病態のひとつである。リンは、カルシ  

ウムとともに骨組織の主要な構成成分である。全身のリンの約85％に相当する約600g  

のリンが骨に存在することから、骨は、リンの貯蔵庫の役割を果たしていると言える。  

一方、 リンは、近位尿細管において再吸収され、その体液濃度が調節されている。し  

たがって、近位尿細管再吸収機能障害によって尿中へのリン喪失の状態が慢性的にな  

ると、リンが骨から恒常的に供給される結果、骨吸収の増加、骨形成の減少、石灰化  

の障害などの骨代謝異常が引きおこされる（文献6．2．3－11）。   

カドミウムの標的臓器は腎臓であり、近位尿細管上皮細胞に蓄積して再吸収機能に  

障害を及ぼす。富山県神通川流域のカドミウム土壌汚染地域では、尿中低分子量蛋白  
質排泄量増加の例からリン再吸収障害及び代謝性アシドーシスを呈する高度の尿細  
管機能障害例まで種々の段階の尿細管機能障害が多発している？したがって、イタイ  

イタイ病にみられる骨軟化症は、カドミウムによる尿細管機能障害によるもの  

（cadmium－inducedrenaltubularosteomalacia；カドミウムによる尿細管機能障害性骨軟  

化症）と考えられている（文献6．2．3－12）。   

なお、細胞培養実験、動物実験（文献6．2．3－13、6．2．3－14、6．2．3－15）及び疫学調  
査（文献6．2．3－16、6．2．3－17）の成績に基づき、腎機能障害を介さずにカドミウムの  

骨への直接的な影響による骨量減少から骨代謝異常が生じて骨粗索鱒が生じること  
が示唆されているが、臨床・疫学研究上、否定的な調査結果も報告されている（文  
献6．2．3－18）。   

6．2．4 呼吸器への影響  

6．2．4．1上気道   

鼻、咽頭、喉頭の慢性炎症が報告されている。喚覚障害は、長期曝露後のカドミウ  

ムを取り扱っている労働者にたびたびおこる症状である。これは、海外の研究者によ  

って報告されているが、国内では報告されていない。  

6．2．4．2 下気道   

カドミウム取り扱い作業者においては、様々な重症度の慢性閉塞性肺疾患が報告さ  

れてきた。スウェーデンでは、43人のカドミウム取り扱い作業者に、呼吸困難や残気  

量の増加をともなう肺機能障害が報告されている。イギリスでは、カドミウムに長期  
間曝露された労働者に呼吸機能障害が生じることが報告されている。これらの症例  
は、自覚症状や他覚所見から肺気腫と診断されたが、病理学的確認はなされていない。  

国内研究でも、フローポリウム曲線を用いた呼吸機能検査で、カドミウム取り扱い作  
業者のうち、高曝露群では努力性呼気肺活量（FVC）や一秒率（％FEVl）、FVCの  
75％、50％、25％の流量等の予測値は明らかに悪化し、低曝露群でもFVCや％FEVlの  

低下が報告されている（文献6．2．4－1）。カドミウム労働者を対象とした胸部Ⅹ線に  

より、72人中17人にびまん性問質性線維症と読み取れる所見が認められた。   

アメリカ合衆国では1988～1994年に実施された調査において、16β24人の一般住  
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民を対象に喫煙習慣等を調整した上で尿中カドミウム排泄量と呼吸機能との関連が  

調べられた。年齢、性、人種、教育、職業、BMI、禁煙後の期間（禁煙者のみ）、喫  
煙指数（年間当たりのタバコのパック数×喫煙年数）、尿中コチニン排泄量、主要食  

品の日常摂取量を調重したところ、喫煙群と禁煙群においては、尿中カドミウム排寺世  

量と－秒量（FEVl）、FVC、％FEVlの間に有意な負の関連性が認められたが、非喫煙  
群においては、これらの関係はみられなかった。タバコに含まれるカドミウムがタバ  

コに関連した呼吸器疾患の増悪に影響している可能性が示唆された（文献6．2．4－2）。  

また、カドミウム取り扱い作業者で気管支炎と診断された疾患の過剰死亡率は、カド  
ミウムの曝露濃度と曝露時間に関連しているとの疫学調査が報告されている。  

これらのことから、呼吸器系への影響は、気道を介したカドミウム曝露によるもの  

であり、経口的なカドミウム摂取による呼吸器系への影響は恐らく無視できるものと  

考えられる。   

6．2．5 高血圧及び心血管系への影響  

高血圧症へのカドミウム曝露の関与に関して、複数の系統の雌雄ラットを用いた実  

験が行なわれたが、高血圧症が引きおこされるとの報告と引きおこされないという報  

告がある。また、低用量のカドミウム長期曝露（飲料水0．1～5トg血L）は、腎機能障  

害を引きおこさずに恒常的な血圧上昇を引きおこすが、高用量のカドミウム曝露で  

は、腎機能障害が存在し高血圧症は生じていないとの報告がある。つまり、カドミウ  

ムによる高血圧の発症には、腎尿細管機能障害の有無が関係している可能性が示唆さ  

れている（文献6．2．5－1）。カドミウムによる血圧上昇のメカニズム研究から、レニ  

ン・アンギオテンシン系を介する可能性はないとされ、血管平滑筋に対するノルアド  

レナリンの作用増強による血圧上昇、あるいはカドミウム曝露にともなう血管弛緩因  

子である血管内皮細胞中のエンドセリンや、一酸化窒素合成酵素との関係が検討され  

ているが詳細は不明である。  

ヒトの場合には、剖検例や高血圧症患者を対象とした研究がある。高血圧関連疾患、  

事故、動脈硬化などにより死亡した米国及び他国のヒト剖検腎臓試料（それぞれ、187  

人と119人）中のカドミウム濃度やCdノZn濃度比が高いこと（文献6．2．5－2）、並び  

に治療を受けていない高血圧患者群は正常血圧群よりも血辛夜中カドミウム濃度が有  

意に高いと報告されている（文献6．2．5－3）。一一方、Beeversらは、血液中カドミウム  

濃度の測定を行い、血液中カドミウム濃度が高血圧群と対照群で有意な差はないこ  
と、喫煙者では血液中カドミウム濃度が高値であることを報告しており、カドミウム  
曝露と血圧あるいは心疾患との関連を否定する報告もある（文献6．2．5－4）。  

日本では、カドミウム土壌汚染地域における疫学的検討が行われている。富山県神  
通川流域に居住する腎尿細管機能障害を有する40歳以上の女性471人を対象とした  
調査では、非汚染地域の2，308名の女性と比較して血圧が低い傾向が認められた（文  

献6．2．5－5）。同様に、環境庁によって行われた日本のカ′ドミウム土壌汚染地域7ケ  

所と非汚染地域住民の高血圧躍患率を比較した調査では、石川県梯川流域と富山県神  

通川流域住民の尿蛋白尿糖同時陽性者の高血圧羅患率は、対照地域に比べ低い傾向で  

あった（文献6．2．2－2）。また、イタイイタイ病の認定患者や経過観察を要する要観  

察者として判定された者の血圧値を同年齢の対照と比較検討した報告としては、篠田  

ら（1977）やKagamimoriらの報告（文献6．2．5－6、6．2．5－7）があるが、いずれも対  
照群と比較すると、収縮期と拡張期血圧が共に低いと報告している。以上、尿細管機  

能障害が進行した患者群の場合には、カドミウム曝露が血圧上昇を抑制する結果が得  

られている。これは、ナトリウム排泄を制御するレニン・アンギオテンシン系の異常  

（文献6．2．5－6）、あるいは近位尿細管再吸収障害による腎臓中ナトリウム排泄量の  

増加（文献6．2．5－8）などが原因と考えられている。  

これらの報告を総合的に判断すると、カドミウム曝露と血圧変動との間に一定方向  
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への傾向は認められないと考えられる。   

6．2．6 発がん   

化学物質の発がん性評価に際して、遺伝子傷害性があるかどうかは重要な判断基準   

となる。遺伝子傷害性の判断のために、変異原性や染色体異常、さらにはDNA付加  
体形成の有無が検討されている。1ARCの専門委員会などによれば、カドミウムの変  
異原性は、微生物では観察されず、ほ乳類細胞においてはきわめて弱いと判断されて  
いる。また、カドミウムがヒトリンパ球において姉妹染色分体交換を生じさせること  
や、細胞成長を阻止しない濃度のカドミウムによるDNA鎖切断が観察されている。   

実験動物におけるカドミウムによる発がんについて、数多くの研究がなされてい  
る。ラットにカドミウムを吸入、注射、経口で投与すると、精巣、肺、前立腺、造血  
系、並びに皮下や筋肉の注射部位に腫瘍の発症が認められる。他方、マウスやハムス  

ターではカドミウムの発がんに関する研究は比較的少なく、発がんについても否定的  

な報告が多い。動物種差による発がんのおこりやすさの原因のひとつとして、当該組  

織におけるMT誘導量の遠いが指摘されている。   

ヒトにおけるカドミウムと発がんとの関係に関する報告は、スウェーデンのニッケ  

ル・カドミウム蓄電池工場の男性労働者を対象とした研究で、統計学的な比較検討の  

結果、酸化カドミウム粉じんに曝露した労働者において、前立腺がんの標準化羅患比  
が有意に高かった。その後も追跡調査が行われ、3，025人の従業員をコホートとして  

解析がなされていたが、前立腺がんとの関連性は、最近の調査では消失している。ま  

た、肺がんは、5％有意水準で過剰な死亡と判断された。しかし、喫煙習慣のデータは  

利用されず、交絡因子として水酸化ニッケルと溶接フユームの曝露があるため、この  
研究から導かれたカドミウムによる肺の発がんについての結論は確実ではない。その  

他、最新の報告（文献6．2．6－1）では、1947～1975年に初めて勤務し、最低1年間勤  
続した労働者926人を2000年まで追跡した結果、咽頭がんの標準化死亡比（SMR）  
が559（観察数4、期待値0．7）と有意に高かったが、肺がんのSMRは111（観察数  

45、期待値40．7）、前立腺がんのSMRは116（観察数9、期待値7．5）といずれも有  
意ではなかった。以上の結果より、カドミウム化合物がヒトに肺がんを引きおこすと  
の仮説は支持されないと結論付けた。   

米国NationalInstituteforOccupationalSafetyandHealdlによるカ・ドミウム精錬・再生  
工場の作業者の調査データに基づく解析で、肺がんの発症にカドミウムが関与してい   

るとの調査結果が報告された（文献6．2．6－2）。しかし、これに対して、同一の工場を  

対象とした別の研究では否定的な見解が示された（文献6．2．6－3）。肺がん死亡者に  

おいて、高濃度のヒ素曝露の可能性があることが指摘されている。  
日本のカドミウム土壌汚染地域における調査でも、カドミウムと発がんについて明  

確な関連性は報告されていない。Arisawaら（2001）が長崎県対馬のカドミウム汚染  
地域における全がんの標準化羅患比（SⅡと）について調査を行ったところ、対馬全体  

を基準とした時の地域全体、尿中β2－MG排準量1，000pgh；Cr以上群及び1，000Ll由Cr  
未満群では、そ叫ぞれ71（95％CI‥44～107）、103（95％CI：41～212）及び58（95％  

CI：32～97）であり、発がんの増加はみられなかった（文献6．2．6－4）。   

1993年に出版された仏RC文書では、「ヒトにおいて発がん性があ争と判断するた   

めに十分な証拠があるという判定」（グループ1）と記載されている。しかし、上記   

のように相反する報告が多数あり、IARCの評価の根拠となった調査研究における曝  
露レベルの推定などに問題があることから、「ヒトにおいて発がん性があると判断す   

るには証拠が限られており、実験動物において発がん性があると判断するには十分な  

証拠がある」（グループ2A）とすることが妥当との見解もある（文献6．2．6－5）。   

以上のことから、今回リスク評価の対象としている一般環境におけるカドミウムの  

長期低濃度曝露では、明らかに発がん性があるとの結論を導き出すことは難しい。  

33   



6．2．7 生命予後   

カドミウムと生命予後との関係に関する調査によれば、神通川流域のカドミウム土  

壌汚染地域住民のSMRは、非汚染地域に比べて低いとの報告（文献6．2．7←1、6．2．7   
－2）があったが、その後、この見解はカドミウム土壌汚染地域住民を対象とした複  

数の調査研究によって否定されている。すなわち、いずれの地域においても、腎機能  

障害の程度と生命予後の短縮との間に有意な関係が認められている（文献6．2．7－3～  

6．2．7－18）。   

イタイイタイ病及び要観察者は、尿蛋白や尿糖が陰性のカドミウム土壌汚染住民に  

比べて生存率が低く（文献6．2．7－6）、生存期間はイタイイタイ病患者で3．4年、要  

観察者で1．6年（文献6．2．7－7）短縮していたことが報告されている。また、神通川  

流域のカドミウム土壌汚染地域住民において、蛋白尿10mg／dL以上の陽性群を、10  

～30mg／dL、30mg／dL以上の2群に分け、腎機能障害の程度と死亡との関連を検討し  

たところ、蛋白尿の程度と死亡リスクとの間に用量一反応関係が観察されている（文献  

6．2．7－9）。   

石川県梯川流域のカドミウム土壌汚染地域におけるコホート調査が行われた。1981  

～1982年に行われた健康影響調査の受診者3，178名を約9年間追跡し、尿中β2－MG  

排泄量のカットオフ値を1，00叫醜Crに設定して、これ以上の濃度の群を陽性群、こ  

の数値未満の濃度の群を陰性群として比較検討した。その結果、陽性群のSMRは、  
男129小5（95％CI：104．0～155．0）、女146．0（95％CI：121．5～170．6）と、全国に比べ  
て有意に高かった。同様に、陰性群のSMRは、男性で78．0（95％CI：67．1～88．9）、  
女性で77こ2（95％CI：64．5～89．9）と有意に低い値であった。Cox比例ハザードモデ  

ルを用いた解析でも、陽性群の陰性群に対する死亡のリスク比は、男1．4、女1．8と有  

意に高かった（文献6．2．7－11）。また、尿中β2－MG排泄量を300Llg庖Cr未満、300  

～1，000Llg／gCr、1，000～10，000Llg／gCr、10，000LLg／gCr以上の4群に分けて死亡と近位  

尿細管機能障害の用量一反応関係を検討したところ、死亡のリスク比は300け釘gCr未  

満を1とした時、男の各群で1．27、1．47、1．69、女では1．58、2．04、2．43と尿中β2－MG  

排泄量の増加にともなって死亡のリスク比も有意に上昇していた（文献6．2．7－11）。   

さらに、近位尿細管機能障害の指標として尿蛋白、尿糖、尿中アミノ酸を用いて、各  

指標についてカットオフ値に基づき正常群と異常群に二分した場合も、各指標の陽性  

群の陰性群に対する死亡を指標としたリスク比が有意に上昇していた（文献6．2．7－  

19）。なお、尿中β2－MG排泄量陽性群のSMRの上昇に寄与する死因としては、心不  

全、脳梗塞と腎疾患が報告されている（文献6．2．7－13）。   

さらに、この健康影響調査の受診者を15年間（文献6．2．7－14）及び20年間（文献  

6．2．7－15）追跡した結果では、上記の9年間追跡結果を支持する報告がなされている。  

特に、尿中カドミウム排泄量を男性では5tlg／gCr未満、5～10、10ドg／gCr以上の3  

群に、女性で5pg／gCr未満、5～10、10～30、30Llg／gCr以上の4群に分け、5Llg／gCr  

未満に対する5匹釘gCr以上の各群死亡のリスク比を検討したところ、男性で1．14  

（95％CI：0．94～1．39）、1．45（95％CI：1．12～1．87）、女性でl．26（95％CI：0．98～1．39）、  

1．55（95％CI：1．12～1．87）、1．89（95％CI：1．20～2．96）と濃度が増加するのにともな   
って死亡のリスク比が上昇することが報告されている。   

長崎県対馬の厳原町（現：対馬市）のカドミウム土壌汚染地域住民健康調査受診者   

について、SMRの基準集団として当該地域を含む対馬の全住民（40歳以上、22，429  

人）を用いた調査が行われた。40～92歳の男女275名を対象とした7年間の追跡調査  
では、尿中P2－MG排泄量が1，000Llg／gCr以上群のSMRは、男性で147（95％CI：76  

～256）、女性で135（95％CI‥94～188）であり、他方、1，000ド釘gCr未満の群では、   

男性が67（95％CI：46～94）、女性が65（95％CI：39～103）であった。同様の傾向   
は、15年間の調査からも得られている（文献6．2．7－18）。  
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上記の疫学調査結果は、土壌汚染地域住民におけるカドミウム曝露によって、全般  
的な生命予後が悪くなることを示唆している。また、基準集団の設定に際しては、土  

壌汚染地域内の集団だけでの比較ではなく、基準となる集団の死亡率と併せた比較が  

有用であることを示唆している。また、SMRを上昇させるカットオフ値として、上記  

の疫学調査からは、尿中カドミウム排泄量は5巨由Crとなる。   

6．2，8 神経・内分泌・生殖   

カドミウムは、脳実質内にはほとんど取り込まれないため、脳は毒性発現の場とは  
見なざれておらず、研究はきわめて限られている。工場労働者42人を対象とした断  
面疫学調査において、カドミウム曝露と神経行動学的影響との関係が調べられている  

（文献6．2．8－1）。尿中カドミウム排泄量と末梢神経障害、平衡感覚や集中力の異常  

などとの間に有意な相関関係があったことが報告されている。一般環境やカドミウム  

汚染地域における住民を対象とした調査研究には、特に取り上げるべき神経系障害に  

関する知見は報告されていない。子供の神経系に及ぼす影響に関しては、1970年代か   

ら80年代に報告がなされ、最近、、きわめて微量な重金属類に曝露した子供において、  

腎臓及びドーパミン作動神経系が微妙な影響を受けている可能性を示唆する疫学調  

査も報告されている（6．2．1腎臓影響を参照）が、共存する他の金属元素の影響も無  

視できないことから、明解な結論を導き出すことは難しい。   

高用量のカドミウムは、ラット・マウスなど実験動物において、精巣毒性を発現す  
ることが知られていた。最近、ラットを用いた動物実験において、比較的低用量のカ  

ドミウムがアンドロゲン受容体及びエストロゲン受容体を介した性ホルモン作用を  

有することが、同一の研究グループによって報告された（文献6．2．8－2、6．2．8－3）。  

8週齢のWistar系雄ラットを去勢してテストステロンを投与すると、去勢により萎縮  
してし 

ト釘kg体重の用量で1回ないし2回、腹腔内注射を行ったところ、前立腺及び精嚢重  
量増加が認められたが、その効果は抗アンドロゲン作用を有する酢酸シプロテロン同  

時投与では消失した。したがって、カドミウムは、アンドロゲン受容体を介する作用  

を有すると結論された（文献6．2．8－2）。他方、生後28日目のラットの卵巣を摘出し、  

エストロゲン作用を調べる試験方法である子宮肥大試験を行ったところ、5卜釘kg体重  

の用量のカドミウムを1回腹腔内投与することによって、子宮肥大が観察された。と  

ころが、エストロゲン作用を完全に抑える薬剤であるICI－182，780を同時に投与する   

と、カドミウムによる作用は認められなかった。同様に、乳腺細胞の密度の上昇が、  

エストロゲンあるいはカドミウム曝露により認められ、このカドミウム曝露による影  

響はICI－182，780により抑制された。これらの影響が観察されたラットにおいて、体重  

減少や肝臓や腎臓における毒性は観察されていない。妊娠ラットにカドミウムを0．5  

または5ド帥g体重の用量で、妊娠12日目と17日目に腹腔内投与した実験において、  
生まれてきた雌ラットは、生後35 日目で体重の増加や性周期の開始時期の促進が認  

められた。この一連の実験によって、顕著な毒性が観察されない用量のカドミウムが  

女性ホルモン作用を有することが示唆された（文献6．2．8－3）。   

また、カドミウムが胎児の成長抑制を引きおこす際に胎盤の水酸化ステロイド脱水  

素酵素（HSDllβ2）を阻害することが、ヒト胎盤の栄養細胞を用いた実験結果から示  

唆されているが（文献6．2，8－4）、有害性との関係は明確ではない。   

Mason（1990）は、カドミウム作業に1年以上従事した者を対象に、職業性のカド   
ミウム曝露が脳下垂体一精巣系に与える影響を血液中テストステロン、黄体ホルモ  
ン、卵胞刺激ホルモンを指標として検討してI、る。作業場の空気中カドミウム濃度か  
ら推定した累積カドミウム曝露量に依存して、腎糸球体機飴及び尿細管機能に変化が  

みられたが、脳下垂体一精巣系ホルモンに対する影響はみられなかった（文献6．2．8   

－5）。  
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カドミウムの男性における生殖機能に及ぼす影響について、Gennartら（1992）は、  

1988～1989年に83名のカドミウム曝露作業者（平均曝露期間：24．0年）、74名の鉛  
曝露作業者（平均曝露期間：10．7年）、70名のマンガン曝露作業者（平均曝露期間：  

6．2年）及び138名の非曝露群を対象に生殖能力の比較を行った。その結果、カドミ  
ウム曝露作業者の尿中カドミウム排壮量は6．9叫釘gCrであり、カドミウム曝露作業者  

以外の作業者（叫威gCr以下）に比べて有意に高値であったが、配偶者の出生率は、  

非曝露群の配偶者に比べて有意な差が認められなかった。このことから、カドミウム  

曝露が生殖能力に及ぼす影響は無いと判断された（文献6．2．8－6）。   

以上のように、カドミウムの職業曝露や通常の食品からの経口曝露による生殖毒性  

については、ヒトを対象とした疫学データからは現在のところ否定的である。  

7．これまでの国際機関等での評価  

7．11ARC  

IARCは、カドミウムとカドミウム化合物の発がん性について、ヒトにおいて発が  
ん性があることを示す十分な証拠があるという判断により、カドミウムとカドミウム  

化合物をグループ1（ヒトに対して発がん性がある）に分類した（文献7－1）。一方  
では、根拠とした研究報告における曝露レベルの推定に問題点があると指摘されてい  

る（文献6．2．6－5）。  

7．2 JECF．A   

（∋第］L6回JECFA（1972）での評価（文献7－2）  

各国のカドミウムの曝露状況から、腎皮質のカドミウムが200mが（gを超えると  

腎機能障害がおこる可能性があり、腎のカドミウムレベルを現状（スウェーデン  

30mg几g湿重量、米国25～50mgn（g湿重量、日本50～100mg耽g湿重量）よりも  

増加させるべきではないとの判断を基に、1日当たりのカドミウムの吸収率を5％  

とし、1日当たりの体内負荷量の0．005％が毎日排出されると仮定した場合、1日  

当たりのカドミウムの総摂取量が1ドg此g体重／日を超えなければ、腎皮質のカド  

ミウムは50mgn（gを超えることはありそうにないことから、PTWIとして400～  
50叫威人／週が提案された。  

②第33回JECFA（1989）における評価（文献7－3）  
PTWlとして7LLgn（g体重／週に表現が改訂された。  

③第41回JECFA（1993）における評価（文献7－4）  
第33回JECFAにおける評価が維持された。  

（査第55回JECFA（2000）における評価（文献7－5）  
従来のPTWIでは、ハイリスクグループの腎機能障害の発生率が17％となるた  

め、PTWIを下げるべきとのJarupらの主張について検討された。職業現場でのカ  

ドミウムによる腎機能障害が発生しない尿中カドミウム排泄量を2．5け釘gCr（尿中  

カドミウム量のクレアチニン補正値）とする胞叩らの論文（文献6．2．1－7）に基  

づいて推定されたパラメータからワンコンパートメントモデルを用いてカドミウ  

ムの耐容摂取量が次のように試算された。食品中に含まれるカドミウムの生物学  

的利用率を10％とし、体内に吸収されたカドミウムの100％が尿中に排他されると  

仮定すると、尿中カドミウム排泄量が2．5卜釘gCrの人（体重60kgと仮定）におけ  

る食事由来のカドミウム摂取量は、0．5一打kg体重／日と導き出された。しかしなが  

ら、Jampらの論文は、リスクの見積が不正確であるとして従来のPTWI（7膵化g  
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体重／週）が維持された。なお、胞叩らによる腎機能障害についての評価について  

は、第7章の最後に記述する。   

⑤第61回JECFA（2003）における評価（文献7－6）  
腎尿細管の機能障害は、カドミウムの毒性による重要な健康影響であることが  

再確認された。また、「高度な生物学的指標を用いた研究では、尿中カドミウム  

排泄量が2．5卜由Cr以下で腎機能及び骨・カルシウム代謝の変化が示されている  

が、これらの変化の健康的意義が解明されていない。さらに、尿中カドミウム濃  

度と腎機能に関連した生物学的指標に関して多くの研究が行われているが、研究  
者によって結果が一致しない。」ことが示された。  

その上で、我が国の疫学調査結果も含めて評価した結果、PTWIを変更するまで  

の根拠がないとして、従来のPTWIが維持された。   

7．3 WHO飲料水水質ガイドライン値  

WHO飲料水水質ガイドライン値は、JECFAのPTWIの10％が飲料水として割り当   
てられ、体重60kgの人が1日当たり2Lの飲料水を飲むと仮定して、0．003mgAと設   

定された（文献7－16、7－17）。   

7．4 米国環境保護庁（USEPA）  

7．4．1経口参照用量（RfD）  

US EPAは、著しい蛋白尿を引き起こさない、もっとも高いヒトの腎皮質中カドミ   
ウム濃度を200帽／gとしている。この濃度は、カドミウムの体内負荷量の0．01％が毎   

日排出されると仮定し、ヒトの慢性的な経口曝露量を決めるために有効な毒物動態モ   

デルにより導き出されている。食品からのカドミウム吸収率が2．5％、飲料水からが   

5％である仮定すると、上記の慢性的な経口曝露におけるカドミウムの無毒性量   
（NOAEL）は、食物で0．01mg耽g体重／日、飲料水で0．005mg此g体重／日と予測できる。   

また、不確実係数を10にすると、食物のRfl）で0．001mgn（g体重／日、飲料水めRD   
で0．0005mg瓜g体重／日が算出されたとしている（文献7－18）。  

7．4．2 発がん性  

USEPAは、Bl（ヒトの発がん性の可能性がある）に分類している。ラットとマウ   
スの吸入、筋・皮下注射による発がん性については、十分な証拠がある。ラットとマ   

ウスを用いた7つの研究では、カドミウム塩（酢酸塩、硫酸塩、塩化物）の経口投与   

で発がん性を示さなかった。  
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表11カドミウムの経口参照用量  

影響  用量  不確実係数  修正係数  参照用量  

（UF）   （Mf）  （RfD）  （CriticalE飴ct）  

NOAEL（water）：  

0．㈹5m釘短体重／日 10  
NOAEL（food）：  

0．01m2珠g体重／日   10  

著しい蛋白尿  1 0．0005m跡g体重／日   

1 0．001mg珠g体重／日  

慢性曝露を含  

めた疫学調査  

※usEPA，DrinkingWaterCriteriaDocumentOnCadmium．（1985）より引用（文献7r18）  

※Jarupらによる腎機能障害についての評価  

この表1の腎皮質中カドミウム濃度から上記ワンコンパートメントモデルを用   

いて尿中カドミウム濃度を計算すると、表1の1列目の値から2列目の値が求   

められる。一方、何パーセントの集団が異常になるかという割合（％）は、表1の   

カットオフ値の異なる9つの論文の尿中カドミウム排毒世量と腎機能障害指標と   

を引用して、β2－MG（図1：ScandJWorkEnvironHealth，1998，VO124，SuPPllp27   
より抜粋）及びNAGの散布図を作成し、もっとも適切な推定（bestguess）とし   
て表1を作成している。ここで、尿中カドミウム排泄量が2．5ド釘gCr以下であ   

れば影響は0％であるとしているのは、彼らのOSCAR研究でカドミウムの職業   

曝露のない集団の最大値をその値として採用しているからである。また、OSCAR   
研究では、尿中カドミウム排泄量が仲卸g Cr上昇すると、腎機能障害は10％増   

加すると説明しているが、表1では尿中カドミウム排泄量丹威gCrの上昇に対   

して、腎機能障害はおよそ2～7％の増加となっている。   

図1は、いくつかの集団における尿中カドミウム排泄量と尿中β2－MG排泄量   

の上昇（β2－MG尿症）に関する用量一反応データを示している。しかし、高い尿   

中カドミウム濃度を示す集団は、職業曝露を受けていることから、経口曝露だ   

けではなく、吸入曝露が含まれている。Fribergらは、腎の臨界濃度180mg此g（尿   

中カドミウム排泄量9．叫釘g Crに相当する）になると、集団の10％に異常が出   

現すると推定している。カドミウムの長期にわたる経口摂取量70嶋／日で、集団   

の7％に異常が出現すると、その後の推計で示している。腎皮質中カドミウム濃   

度5叫かgは、およそカドミウム摂取量で5叫釘日に相当するとしているが、そ   

の根拠は示されていない。   

図2（ScandJWorkEnvironHealth，199824‥SuPPllp42より抜粋）は、ある集   

団における腎皮質中の平均カドミウム濃度と腎皮質中のカドミウム濃度が   

50mg戊gを超える尿細管性蛋白尿の人の発生率の関係を示している。図2の発生   

率18ケ乙以下を拡大し、腎皮質中平均カドミウム濃度を食品からの平均カドミウ   

ム摂取量に置き換えたものが、図3（ScandJWorkEnvironhealth，199824：SuPPl  

lp42より抜粋）である。ただし、その根拠は示されていない。  

図3は、ある集団における食品からの平均カドミウム摂取量とカドミウムによ   
る尿細管障害を有する人の発生率の関係を示している。カドミウム摂取量が   

3叫釘日の場合、1％の一般集団に腎機能障害の発生がみられ、鉄欠乏の集団では   

5％に腎機能障害の発生がみられる。カドミウム摂取量が7叫釘目（体重70kgと   
仮定するとJECFAのPTWIに相当）の場合、7％の一般集団に腎機能障害がみら   
れ、鉄欠乏などのある過敏な集団では17％の集団に腎機能障害が出現する。こ   
れらのことから、撤upらは、腎機能障害を予防するため、カドミウムの耐容摂   

取量を30帽／日か、あるいはそれ以下に設定するように主張している。  
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表1腎皮質中カドミウム濃度及び尿中カドミウム排泄量（U－Cd）の腎機能に及ぼす影響  

腎皮質中Cd濃度（mg／kg）  U－Cd（Pg／g）   
影響を及ぼす割合  

（％）   

＜50   ＜2J5   0   

51－60   2．75   

61－70   3．25   2   

71－80   3．75   3   

81－90   4．25   4   

91－10（）   4．75   5   

101－110   5．25   6   

111－120   5＜75   8   

121－130   6．25   10   

131－140   6．75   12   

141－150   7．25   14   

151＿160   7．75   17   

161－170   8．25   20   

171－180   8．75   23   

181－190   9．25   2   

け1－200   9．75   30   

＞200   ＞10．25   ＞35   

※ scandJWorkEnvironHealth（1998）vo124，SuPPllp28より引用（文献6．2．1－7）  

図1尿中カドミウム排泄量と尿中β2－MG排泄量の上昇に関するメタアナリシス  
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※ scandJWorkEnvironHealth（1998）vo124，SuPPllp27より引用（文献6．2．卜7）  
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図2 腎臓中カドミウム濃度50mg此g超過者の割合と尿細管性蛋白尿の発生率算定値a  
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※ scandJWorkEnvironHealth（1998）vo124，SuPP11p42より引用（文献6．2．1－7）  

図3 カドミウム摂取量と腎に対する影響の発生率  
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※ scandJWorkEnvironHealth（1998）vo124，SupPllp42より引用（文献6．2．1－7）  
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出 典   対象者蝕  尿中カドミウム  p2MGの異禽率（％）  カットオフ佳   備 考  
0－2帽瓜   4．9   

一般集団（35歳以上）、Nordberget81．（1997）  2－5一喝／L   9．0  
BiologlG山monitonngorc且dmlumeXpOSu托md  
ren山e仔bd3in8p甲山且donFOupreSi血ngin8  中8■露247  5－10帽几   22．9  0，＄m〆gCr  

pDllutedⅣ随inCl山肌（文献7－7）   高曝霧247                           10一之O一朗．   23．7  

＞2011g几   50．8  

402   0－0．51柑佗4h   3．0   

一般集団（20＿80塵）、Bucll虎虎止（1990）  407   0．52・0．89■〆24h   5．0  
Renale仔由恕OrG8dmi11mbodyburdenor也cg印血  

2g3トL〆2仙  β2MGの異常率（％）は文献 中のグラフより読み取った 

pop山適om．（文献再）  401   0．9かl．40ll釘24h   6．5  。  

404   1．41－8．00戚ユ4ll   7．0  

26   0－4・9■由α ノり   3．9   

3占   5，0－”帽／gcr   3，8  

一般女性（20－80虚）、N叩W■d止（1979）  36   10．0－14．9lldg¢r   ヱ2．2  

AStudyor也eRelldms鮎pbdwe仇Cadmium  37   15－19＿9pg庖訂   27．0  

Cpncm廿■dmsinUrineandRendE仔如or  45   20，0－24．91唱ね訂   51．1  5m〆L  

C8dmium（文献7■9）  
3D   25．0－29．叫〆g汀   70．0  

39   30．0－39．9血gcr   79．5  

47   ≧40．0帽庖訂   且5．1  

29   0■．91嘔也α   0   

48   5．0－9．9腫（gcr   15，7  

一般男性（20－80歳）、Nog8Wldd．（l卯9）  45   10．0－】4．9■〆gcr   46．7  
AStudyor血eR如dons鮎pb吐ⅣemCldmium  
ConGen廿止血五inUrinemdR亡n81E爪雉bor  25   】5－19．9将／gcr   76．0  5m〆L 

C血um（文献7＿9）  49   20．0－24．叫由cr   69．4  

2l   25．0－29．9一喝／gcr   95．ヱ  

29   ≧弧0帽／gcr   93．1  

対照122  1．15l▲〆g訂（平均）   4．6  

労働者（若年）、Ctu■d且L（199ヱ）  q卜〆g∝   0  不明  
Ren山Tubu】灯下undonorC8dmlumExposd  2－5トLg／gcr   0  （ph且血町mb触－2一  

Work耶（文献7．10）  97  
5－1叫l♂gcr   0  血αOteStを刊用）  

≧10ll〆gcr   4．2  

労働者、Buchetet81．（1980）  ＝・ニ：：   qll釘gcr   5   

心se5SmentOrR亡n且1FuncdonorWorkersExpD光d  2－9．9ll釘gGr   5  0．2mg／gCr  p2MGの異常率（％）は文献 中のグラフより読み取った 

bhor伊nicLe8d，C血umorMercuけVlpOr  10－19．9緒／gα   15  。  

（文献7＿11）  
30   ≧10帽／gcr   42  

6l   q帽／gα   0   

ユ5   2－5婚（g訂   
労働者、Bm訂d虎d．（1990）（文献7＿12）  

0  0．324mg／gCr  βヱMGの異常率（％）は文献 中のグラフより読み取った 

15   5－101唱／gcr   0  ．  

15   ＞l叫由cr   27  

芳1動看、Ms銃山．（1993）  対 照43   q■釘gα   5   

M▲正巳柑O一也rlyr町山血肌geSindl】CedbyindllS扇山  2－1叫唱／gcr   10  279膵／gCr  P2Mdの異常率（％）は文献 中のグラフより読み取った 

p01lut且Ⅳb．ⅡApplic濾onbwork亡円eXpOSdto  
30  

．  

はdmium（文献7－13）  ≧10ll少g¢r   2g  

≦2沌／gcr   7   

2－≦5腫／g仔   25  
労働者、Binderet止（19S5）  

5－≦10帽／gGr   
Asses生爪mtorr弧山血】d皿inwo止8相打e扇mdy  

33  
0，3Ing／gCr  

既匹Medt∝血un（文献7・14）   10－≦151dgGr   80  

＞15■釘gcr   9l  

All   40  

労働者（60歳末満）、抽upot81．（1994）  124  くInmd血ol曙α   0．8   

Dose－ResponseRd■dmsBdwe8nUrln打y  101  ト＜hm01dmol喝訂   1．1  

C血um8ndT11b山山・Pro也i血11dlinh血ni11m－  37  旦 ●  l‖‖■  ニ ー   10．写  251唱血皿01亡Cr  

ExposdWork倒3  
（≒223ll由α）  

（文献7＿15）  
38  5一こ10mmol亡／mdeg訂   13．ヱ  

9   10＋n皿ddmoleg訂   33．】  

労働者（餓丘以上）、抽upet止（1994）  9   
＜lnm01dmmol電灯   0   

Dose－R缶pOn光Rd■d皿SB如emUd叩γ  20  l一く3nm01dmm01喝訂   10．0  

伽血山11mmdTllbl一打Protdn血1in血中山u血一  2l  3‘5nmo】dmolegcr   38．l  ヱ5lldmo！eCr  

EにpOSdWork椚  
（≒223l▲如Cr）  

（文献7●15）  
18  5－＜10nmol亡／mdeg訂   66．7  

17  10＋nmoldmol¢gGr   5色．8  

注1：斗位の文献中の喪一己に基づく．  

注2‥lnmoldmoleg訂≒1帽／gcr．   

41   



8．食品健康影響評価  

カドミウムのヒトへの影響についての研究は、1950年代以降、スウェーデンでカド  

ミウム取り扱い工場における職業曝露の健康影響調査が行われ、その後、職業曝露に  
よる腎臓機能障害と発がん影響などを中心とした疫学調査が数多く実施されてきた。   

・また、カドミウムに汚染された地域について、欧州や中国などにおける疫学調査が実  

施されている。一方、我が国においては、鉱山を汚染源とするカドミウム土壌汚染地  

域が数多く存在し、イタイイタイ病の発生を契機に、一般環境でのカドミウム曝露に  
関する疫学調査が数多く実施されている。また、カドミウム中毒の用量一反応関係と  
毒性発現メカニズムを解明するため、実験動物によるデータも多数報告されている。  
今回のカドミウムによる食品健康影響評価（以下、リスク評価）に際しては、国内外  

の文献を対象に、現時点まで得られているカドミウム曝露にともなうヒトへの健康リ  

スクに関する疫学的知見を中心に必要に応じて動物実験の知見を加えて評価を行っ  
た。  

8．1有害性の確認  

8．1．1腎機能への影響  

職業曝露あるいは一般環境でのカドミウム曝露を問わず、体内に取り込まれたカド  

ミウムにより、慢性影響として腎機能障害が生じることが知られている。この腎機能  
障害は、近位尿細管の再吸収機能の低下による低分子量蛋白尿が主要所見である。多  
くの疫学調査から、日本におけるカドミウムによる健康影響は、重篤なものから、臨  

床的な異常をともなわず、一般生活にも支障がない尿中低分子量蛋白排泄の軽度な増  

加のみを主たる症候とするものまで、カドミウムの曝露量と曝露期間に応じて幅広い  

病像スペクトルを有することが判明している。 したがって、カドミウムによる過剰曝  

露の所見として、腎機能への影響は明らかである。  

g．1．2 呼吸器への影響  

呼吸器に対する影響が指摘されているのは、いずれも吸入曝露による知見である。  

8．1．3 カルシウム代謝及び骨への影響  

近位尿細管の再吸収機能障害によって尿中へのカルシウムとリン喪失状態が慢性  
的に継続すると、カルシウムとリンが骨から恒常的に供給される結果、骨代謝異常が  
引きおこされる。このことから、カドミウムによるカルシウム・リン代謝及び骨への  

影響は、腎機能障害によるものと考えることが妥当である。  

他方、細胞培養実験や動物実験の結果では、腎機能障害を介さずにカドミウムの骨  
への直接的な影響による骨量減少から骨代謝異常が生じて骨粗紫症が生じることが  

示唆されている。しかし、現時点のヒトにおける臨床・疫学研究の知見では、カドミ  

ウムによるカルシウムtリン代謝及び骨への影響は、尿細管機能障害によるものと考  
えるのが妥当である。  

8．1．4 発がん性  

IARCの専門家委員会では、職業性の経気道曝露による肺がんリスクが高いとする  
複数の研究報告に基づいてグループ1（ヒトに対して発がん性がある）に分類されて  

いるが、カドミウム汚染地域住民の疫学調査結果では、ヒトの経口曝露による発がん  

性の証拠が報告されていない。これらのことから、一般環境における食品を経由した  

カドミウムの長期低濃度曝露における今回のリスク評価に際しては、発がん性に着目  

することは適当ではないと考えられる。  
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8．1．5 高血圧及び心血管系への影響  

カドミウムと高血圧あるいは心血管系との関連は、カドミウムの曝露経路や曝露   
量、腎尿細管機能障害の有無と程度などとの関係を検討する必要があるが、低用量の   
カドミウム長期曝露と高血圧や心血管系影響との関係について明確な結果を示す研   

究報告はほとんど無い。  

8．1．6 内分泌及び生殖器への影響  

実験動物を対象とした実験データでは、内分泌及び生殖器への影響が示唆されてい   

るが、ヒトを対象とした疫学的データでは、肯定的な報告はほとんどない。  

8．1．7 神経系への影響  

神経系においては、カドミウムは脳実質内にはほとんど取り込まれないため、脳は   
影響発現の場とは見なされておらず、一般環境やカドミウム汚染地域における住民を   

対象とした調査研究には特に取り上げるべき神経系障害に関する知見は報告されて   

いない。  

最近、きわめて微量な重金属類に曝露した子供において、腎臓及び神経系（ドーパ   
ミン作動神経系）が微妙な影響を受けているかもしれないとする疫学調査が報告され   

ているが、これまでに確立された知見とは大きく異なること、同様なレベルの重金属   
曝露による子供の腎機能や脳に関する研究報告がほとんどなく、比較検討ができない   

ことから、今回のリスク評価において対象としない。   

8．2 用量一反応評価  

カドミウム曝露の影響は、腎臓においてもっとも明白な所見を示すことは上述のと   

おりである。さらに、疫学調査結果から、近位尿細管がもっとも影響を受けやすいと   
認識されている。第61回JECFAにおいても、腎尿細管機能障害がもっとも重要な健   
康影響であることが再確認されている。したがって、今回のリスク評価においても、   

腎臓の近位尿細管への影響についての研究を対象とすることが適切であると考える。   

この種の研究は、いくつかあるが、それぞれの研究では曝露指標、影響指標、カット   

オフ値など対象が様々であり、リスク評価に当たってはこれらの指標について総合的   

な検討を行う必要がある。  

8．2．1曝露指標  

我が国においては、富山県婦中町、兵庫県生野、石川県梯川流域、秋田県′J、坂町、   

長崎県対馬など、鉱山等によりカドミウムの汚染を受けた地域、海外においても、ベ   

ルギー、スウェーデン、英国、旧ソ連、中国、米国における疫学研究の報告がある。   
これら研究の生物学的な曝露指標としては、尿中カドミウム排泄量や血液中カドミウ   

ム濃度、食事調査から推定するカドミウム摂取量などが使用されている。  

8．2．1．1生物学的曝露指標  

近位尿細管機能障害は、様々な原因により生じることから、カドミウム曝露が原因   
であるかを調べるため、尿中カドミウム排i世量が曝露指標として用いられてきた。  

体内のカドミウムは、糸球体からCd－MTとして濾過され、近位尿細管障害が無い   

場合には、100％近くが再吸収され、腎皮質に蓄積される。長期低濃度曝露では、尿   

中カドミウム排泄量は、腎皮質負荷量を反映するため、数多くの文献で曝露指標とし   
て使われている。  

尿中カドミウム排泄量を曝露指標として耐容摂取量を算出する場合、理論モデルを   

用いて、尿中カドミウム排泄量から食事由来のカドミウム摂取量を予測する必要があ   

る。Jarupらは、腎機能障害がおこらない尿中カドミウム排泄量を2．5Llg／gCrとする論  
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文において、食事由来のカドミウム摂取量を推定するワンコンパートメントモデルを  

提唱した。すなわち、長期にわたって摂取量が有意に変化しないと仮定すると、食事   
由来のカドミウム摂取量は、彼らのワンコンパートメントモデルによって予測できる   

としている。   

しかし、カドミウムによる近位尿細管障害が生じると、カドミウムは近位尿細管で  
再吸収されず、尿中への排泄量は増加し、Cd－MTなどとして排泄される。カドミウム  

による近位尿細管障害が進行すると、尿中への劇的な排泄量の増加が観察され、腎臓  

中カドミウム濃度が減少することが動物実験により証明されている。ヒトにおいて   

も、カドミウム土壌汚染地域でカドミウムに長年にわたって曝露された高齢の住民の  

剖検例で腎臓中カドミウム濃度が低い傾向があるとの報告がある。このように重篤な  

腎障害が発症している場合は、尿中カドミウム排泄量はカドミウム曝露量の指標とす   

るのは適切ではないとみなされている。また、カドミウム摂取量と尿中カドミウム排  

泄量との関係は、非常に複雑であり、腎障害の程度、年齢、性別、個人差等によって  
生物学的利用率（吸収率）や尿中排泄率は異なることから、撤upらが提唱したワン   

コンパートメントモデル等簡単な理論モデルを用いて尿中カドミウム排泄量から推  

定されるカドミウム摂取量を説明することは困難である。   

血液中カドミウム濃度は、一般に体内蓄積量よりも直近の曝露を反映し、食事によ   
るカドミウム摂取量の変化に数日遅れで追随する。食事によるカドミウム摂取量の短  

期変動を知る生物学的指標として、血液中カドミウム濃度は、尿中カドミウム排泄量   
より適当であるが、カドミウム摂取量を血液中カドミウム濃度から推定するための適   

当な理論モデルは確立されていない。  

8．2．1．2 カドミウム摂取量   
一般環境中に生活する人々のカドミウム曝露は、ほとんどが食事によるものであ   

り、実際のカドミウム摂取量と腎臓への影響との関連が解明されれば、カドミウムの  
耐容摂取量の設定に非常に有効である。日本と中国では、特に主食である米のカドミ   

ウム濃度からカドミウム摂取量を推定している報告がいくつかあるが、米のカドミウ  

ム濃度は同じ場所であっても生産年により変動する。この他にTDSや陰膳法による   

カドミウム摂取量の推定がなされている。   

8．2．2 影響指標   

我が国においては、富山県婦中町、兵庫県生野、石川県梯川流域、秋田県小坂町、  
長崎県対馬など、鉱山等によりカドミウムの汚染を受けた地域、海外においても、ベ  

ルギー、スウェーデン、英国、旧ソ連、中国、米国における疫学研究の報告がある。   

これら疫学調査のカドミウム曝露による影響指標としては、蛋白質、糖、アミノ酸、  

イミノ酸（プロリン及びハイドロキシプロリン）、RBP、β2－MG、CLl－MG、NAGの尿   

中排泄量などが使用されている。   

β2－♪止Gはカドミウム曝露に対して鋭敏かつ量依存的に反応することから、低分子量  

蛋白質の中でもっとも幅広く用いられている。NAGは、腎の近位尿細管上皮細胞の  
リソゾー ムに存在する加水分解酵素である。尿中に排泄されるNAGは、近位尿細管  

から逸脱したもので、尿細管・問質の疾患でその排泄が増加する。   

これらの近位尿細管機能障害の影響指標は、いずれもカドミウムの作用に特異的な  

指標ではないため、指標のわずかな増加それ自体がカドミウムの生体への有害影響を  

示している訳ではないが、カドミウム曝露が継続している場合は、近位尿細管機能障  

害が進行した可能性の指標となる。従来からの数多くの疫学調査データを比較する上  

で有効なことから、β2－MGは現在でも広く用いられている。   

石川県梯川の5年間及び長崎県厳原町の10年間の調査では、尿中β2－MG排泄量が  

初回検査時1，00叫釘g Cr以上であった被験者で5年後あるいは10年後の調査で尿中  
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